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   Ａ４７Ｋ  11/10     (2006.01)
   Ａ４７Ｌ  13/17     (2006.01)
   Ｄ２１Ｈ  27/00     (2006.01)
   Ｄ２１Ｈ  19/12     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   5/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４７Ｋ   11/10     　　　　
   Ａ４７Ｌ   13/17     　　　Ａ
   Ｄ２１Ｈ   27/00     　　　Ｚ
   Ｄ２１Ｈ   19/12     　　　　
   Ｂ３２Ｂ    5/26     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月9日(2017.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、
　パルプ及び水溶性バインダーとしてＣＭＣを含有する実質的に水分散可能な複数プライ
の原紙シートに水性薬剤が含浸され、
　シートの表面と裏面とのうち少なくとも何れか一方の面全体に亘って凸部のエンボスが
形成された水解性シートであって、
　複数プライの目付が３０～１５０ｇｓｍであり、
　前記凸部のエンボスは天面部分の面積が１０～３０ｍｍ２であり、
　水平に保たれた所定のタイルの上に当該水解性シートを４枚重ねて置き、さらに当該水
解性シートの上に重さ１ｋｇの重りを載せ、当該水解性シートの一端より水平方向に荷重
をかけ、当該水解性シートを６秒間で６０ｍｍ移動させたときの荷重を測定し、このとき
の最大荷重を摩擦力として測定する摩擦力測定をＭＤ方向、ＣＤ方向で各５回実施し、そ
れぞれ各所定回数の測定値の平均を算出し、それぞれの平均値が４．５Ｎ以上であること
を特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　パルプ及び水溶性バインダーとしてＣＭＣを含有する実質的に水分散可能な複数プライ
の原紙シートに水性薬剤が含浸され、
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　シートの表面と裏面とのうち少なくとも何れか一方の面全体に亘って凸部のエンボスが
形成された水解性シートであって、
　複数プライの目付が３０～１５０ｇｓｍであり、
　前記凸部のエンボスは天面部分の面積が１０～３０ｍｍ２であり、
　水平に保たれた所定のタイルの上に当該水解性シートを４枚重ねて置き、さらに当該水
解性シートの上に重さ１ｋｇの重りを載せ、当該水解性シートの一端より水平方向に荷重
をかけ、当該水解性シートを６秒間で６０ｍｍ移動させたときの荷重を測定し、このとき
の最大荷重を摩擦力として測定する摩擦力測定をＭＤ方向、ＣＤ方向で各５回実施し、そ
れぞれ各所定回数の測定値の平均を算出し、それぞれの平均値が４．５Ｎ以上であること
を特徴とする水解性シート。
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